
r星と月は天の穴』（2）

吉行淳之介研究（1）

榊　原　英　城

「密かな生の危機」

　吉行淳之介の回想的エッセイ

うに述べている。

『私の文学放浪』について，秋山駿氏は次のよ

　おそらく，或るタイプの画家が，自分の制作の困難を乗り超えるために

一連の自画像の制作を試みる，それと同じ動機が彼を見舞ったのに違いな

い。

　この時，彼は，四十歳であり，f’一…．正しく彼は，人生とか生涯とか生

活とかいうものの或る中央にいて，つまり，自分というものの真盛りの中

にいて，もう一度自己を整えようとしたのである。自己の生の新しく困難

な展開を眼の前にして，改めて，戦いを前に武器を整える格闘者のよう

に，はるぱると過去を返り見て，自分の生の行程というものを要約しよう

と試みたのであろう。

　この現実世界においては，人間の本当の危機というものは，その人生が

よく熟したと感ぜられる瞬間から発することが多い。たぶん，そのような

密かな危機を，彼の鋭敏な感受性が察知したところで，この自己検討と確

認の作業が始められたのであろう。

’
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　吉行氏は，おそらくここで，密かな生の危機の上で，自分のその方法の

再確認，という作業を行なっているのであろう。その1乍業はいわば，生の

行程を抽象化しての，自分の規矩というものの再発見，という意味のもの
　　　　（1）
でもあろう。

　『私の文学放浪』が発表されたのは昭和39年（3月から翌40年2月まで，「東京新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
聞」に連載），これに前後する時期一一即ち，亡父からの卒業論文と称する『砂

の上の植物群』（「文学界」昭和38年1月号力・ら12月号）を完成し，翌年，『私の文学

放浪』と並行して『技巧的生活』（「文芸二昭和39年1月｝」から9月号）を書き，『星

と月は天の穴』の「群像一初出（距和41年1月U）の執筆，『星と月は天の穴』の

改稿（昭和41年9月出版）をするこの時1出は，俸家占行淳之介にとって危機を孕

んだ時期ではなかったかと思われる。この時類に吉行氏を見舞ったのは，生の

危機のみならず方法の危機でもあったのではないか。…年半にわたるブランク

ののち，やがて『暗室』C群像一肥和□年1川」・から］2月11）がiti’かれようとする。

力去の継とは，それまでカタルシス型一の縁であ。た吉行淳むトが

『砂の．ヒの植物斑あたりを境として，それとは別の璽の「ll家に変貌するため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
の模索の時期に当面したことを意味している。i一星と月は天の穴』改稿の作業

もその試行錯誤の一段階であると考えられよう。そのことを実証するため，『星

と月は天の穴』加筆訂正の様相を調べる目的で，まず初出と初版の比較をして

みたが，ついで改稿された作晶の分if〒に移ることにしたい。

矢添の部屋

　吉行；’｝三晶にとって「部屋一という空閲の持つ役割の・5愛性は今更言うまでも

ないが，『星と月は天の穴』での主人公矢添の一部屋．の特徴は，i’F家が作品

を産み出す現場であることにあり，そのため部屋は矢添の内面と直結した重い

意味を担わされている。即ち，矢添の部屋は，矢添がそこで書くという作業を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁星と月は天の穴」②（榊原）

通して自己を知るための「1三家の「実験室」なのである。その実験室で起ること

　　それがこの『星と月は天の穴』という作品そのものとなってゆくという複

雑な構造をこの小説は持たされている。

　作品のはじまりの舞台は，矢添の部屋である。

　机の前は，クリーム色の壁である。机に向って腰掛け，首を左へまわす

と，大きな窓である。矩形の部屋で，一人用のベッドと大きな机がある。

肌の上には，原稿用紙と万年筆が二本，インク瓶，タバコの罐とマッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
箱，懐中時計，薬の瓶，それに鋏などが乱雑に置かれている。

　作家の机の一ヒのこまごまとしたものの描写で物語は始められる。それは，す

べてがこの机の一．ヒで起るからに他ならない。作品が書きはじめられることによ

り，初めて何事かが起るのだ。机に向かい，小説を書こうとしている姿勢が作

品のはじまりであるということ，即ち書くことのはじまりが小説のはじまりと

一致することが，この作品の構造を決定づけている。

　その部屋を，矢添克二は書斎兼寝室に使っている。その隣のダイニング

・ ルーム風の部屋は，来客と話をするときにも使う。さらにその横の空き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
部屋には，書物や雑誌がいくつもの山になって積み上げてある。

　この一見無用とも思われる間取りの説明は，のちになってこの部屋が矢添に

とって他者の侵入を許さない聖域であることが示され，その意味を明らかにす

ることになる。

　それとともに，この三つの部屋はそれぞれ矢添の現在・未来・過去を陪示

し，それはまた，矢添をめぐる三人の女，千枝子・紀子・別れた妻につながる

ものでもある。
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電話のベルが鳴った。こ……二

「お部屋へ行っていいでしょう」

「それは，よくない」

「構わないでしょう，同じことじゃなくって」二・・づ

「しかし，部屋にきてもらいたくないんだ」

「仕方がないわ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
「支度して降りてゆくから，待っていてくれ。こ・一・：」

　矢添が女と会うのは，いつも部屋の外に限られ，矢添は頑ななまでに他者を

部屋へ入れようとはしない。それは矢添にとって部屋というものが，彼が決し

て他者の目に触れさせたくない自己の内面そのものだからなのだ。部屋は彼が

自己自身である唯一の場所，自己自身を偽る必要のない，他者に対して身構え
　　　　　　　　　　　　（8）
る必要のない場所なのである。それ故，彼は人がそこへ踏み入るのを厳しく拒

否するわけだ。

　しかし，彼が大切にしているその内面の様相は，ただ書くための机，休息す

るためのベッド以外に何の装飾もない部屋のたたずまいに似て，殺風景なばか

りに空虚なものでしかない。そのことを最もよくあらわしているのは，部屋で

休息する矢添の脳裡に浮んでくるとりとめのない想念のなかの風景である。

　彼の頭の中に，一つの街角の風景が浮んでぎた。どこの街か分らない。

直角の街角を，一軒の店舗が占めている。その建物は，エッチングの絵の

ような細い鋭い線ででき上っている。空気は薄青く澄んで，その中に，そ

の建物は浮んでいる。人影は，一つもない。こ……二

　人間は出てこないか，と彼は眼をつむって待つ。毛の短い黒い犬が…

匹，ゆっくり通り過ぎてゆく。舗装路を打つ莱の音が，厚い膜の向うから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
の音のように，聞えてくる。犬の姿は消えたが，人間は出てこない……。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『星と月ぱ天の穴」（2）（榊原）

　部屋はまた，夢想の場所としての役割を持つ。矢添がとりとめのない想念に

身を委せる場面は前後三回あらわれ，そのうち，何頁かのあいだをおいて描か

れる初めの二つは酷似し，夢想の場としての部屋の役割の重要性を印象づける

反復的効果を果している。

　机から離れ，ベッドに仰向けに横たわって眼をつむる。空間に躯を投出

して，触れてくるものに反射的に感応してゆくだけだが，いまの状態では

外側から触れてくるものはない。時折，断片的な想念が頭の中を通り過ぎ

る。柵のむこうを走ってゆく長い貨物列車の車体のようにチラチラ長い時

間がかかって通り過ぎることもあり，窓の外を掠めて飛ぶ鳥の影のように

素早い場合もある。そして，それらの断片は，ほとんど全部，過去の時間
　　　　　　　　　　　　　　（10）
から切り取られてきたものばかりだ。

　机の上に集中しかかった気持がたちまち散らばって，とりとめのない想

念の流れに身を委すことになった。千枝子も，瀬川紀子も，桃いろの小さ

い綿雲の一つとなって，彼の咽喉の皮膚を掠めて過ぎてゆく。皮膚を喰い

破って，彼の躯の中に這入りこんでくることのないのが，快よい。やがて

女たちの姿は消え，過去のさまざまな断片が彼の頭の中に浮んでは消えて

ゆく。時折，棘をもった断片，蒼ざめた色の断片が，彼の頭の中で軋る音
　　　　　　　（11）
をたてることもある。

　この二つの場面の違いは，後者にあらわれる女たちの映像であるが，ここで

はまだ女たちの姿は他者としての重みに欠け，過去の断片を追い払うまでの力
　　（12）

はない。

　外の世界から遮断されて部屋の中に閉じ籠っている以上，人は世界にただ一

人孤立した存在であり，外の世界は彼にとって存在しないも同然だ。他者は現

れず，外界は矢添に何も働きかけない。空虚な内面をよぎるとりとめのない過
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去の想念だけが矢添の現在を満たすものであるならば，彼はそこでは真に生き

ているとも言いがたい無人称の存在にすぎないと言える。部屋と，そのなかで

の矢添の日常を通して示されるのは，書くことにしか生きる意味を持てない矢

添の現在の姿なのである。

　部屋に象徴される矢添の内面は，荒涼とした不毛なものであるが，たとえ不

毛ではあっても，矢添にとっては大切な，守らねばならない自己自身なのであ

ろう。そして，その不毛さは，書くという作業を通じて豊饒にも転化しうる不

毛さであると矢添は考えているのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　この部屋へ移ってきてから十年もの間，矢添の部屋は全くその意味を変える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
ことはなかったらしい。「その間に，さまざまなことがあった」にもかかわら

ず。

　矢添が部屋から出て，真の意味で外の世界に歩み出さない限り，矢添の内面

に映る風景は変ることなく，部屋はその役割を変えることはないだろう。確か

に，矢添は時々部屋を出て食べ物を買ったり娼婦を買ったりはする。しかし，

他者とのかかわりと言えるほどのものはない。

　これから店に入って，それらの食物を選んで買う……。そういう女の役

目に属する仕事を，もう十年も続けてきた。億劫な気持が動く。そして，

彼の考えが初めて未来へ向く……。女と一緒に暮すことを考えようか。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
かし，そのことを億劫におもう気持のほうが強い。

　何かが始まるのはまだ先のことだ。矢添の内面に這入りこもうとする他者と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
しての存在＝紀子に出逢い，その関係が深まり，「人間関係と呼べるもの」が

生れることにより，部屋の役割は初めて変化しはじめるだろう。他者との真の

かかわりはそのときから始まることになる。

　やがて，紀子が矢添の部屋に這入ることによって，矢添にとっての部屋の意

味は揺ぎはじめ，結末に近く，矢添は公園のなかに入り，初めて自分の部屋を
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ご星と月は天の穴9②（榊原）

外から眺めることになる。

　こ……〕彼の住んでいる五階建のアパートの側面には，規則正しく窓が並

んでいる。ところどころの窓が，燈をともしている。彼は，自分の部屋の

窓を探してみた。暗い窓を探しているのだが，見付からない。

　千枝子のいるブランコの傍に歩み寄り，あらためて沢山の窓を眺める

と，まるで照準のきまっている銃の銃床に頬を当てたように，ぴたりと一

つの窓に狙いが付いた。

　しかし，その窓には，燈がともっている。公園の門の傍では，暗い窓ば

かり探していた。だから，一層見付け出し難かったわけだ。そして今，ブ

ランコの傍に立った彼の視線は，真一文字に自分の窓を捉えている。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
窓は，間違いなく，彼の部屋のものだ。こ……）

　矢添が「暗い窓ばかり探していた」という思い込みはなかなか意味深い。自

分の部屋に明りがついていることを，矢添は信じがたいことのように思ったの

であろう。外から自分の部屋を眺めることにより，部屋は客体化され，矢添は

外の世界のなかに置かれた自分自身の正確な位置を確認したわけだ。次に矢添

のすることは，当然，一つ一つの部屋を覗いて点検することだろう。

　三つの部屋を，一つずつドアを開いて覗いてみる。

　誰もいない。誰かがいた気配もない。彼が外出するときと同じ部屋のた

たずまいである。

　彼は大きく吐息をもらした。

　安堵の吐息のつもりである。しかし，かすかに，失望の気分が混ってい
（18）

る。

燈のともっていた部屋に紀子がいなかったことに失望するとき，矢添にとっ

　　　　　　　　　　　　　　　一37－　　　　　　　　　　　　　　131



ての部屋の意味は既に大きく変っている。彼は，空虚な内面を抱えて生きてい

ることに気付きはじめたのだ。

小公園とブランコ

　初出にはなかった一連の過去の想起は，初版において，小公園が設定される

ことによって，矢添が窓から外を眺めるたびに，その脳裡に浮ぶように改めら

れた，

　机の前にいる彼は，首を左へまわした。開け放された窓を透して，風景

がみえる。〔……〕窓からみえる風景は，小さな公園である。というより，

子供のための遊び場といったほうがよかろう。円型の小さな砂場と，コン

クリート製の滑り台と，ブランコがある。〔・一・）大ぎなアパートの一部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）
である彼の部屋は三階にあるので，その小公園を見下す形になっている。

　矢添の部屋が彼の現在の空虚な内面をあらわすとすれば，小公園は外部に投

影された矢添の過去の心象風景を暗示すると言えよう。それは三階から距離を
　　　　　　　　（20）
おいて見下されるが，過去の姿もまた，

ない風景」でしかない。

現在の矢添の内面と同じく，「人のい

子供の姿は，見えない。人影もない。〔……〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
昔から，この公園には人影が少かったようにおもえる。〔……）

　矢添の心象風景のなかに現れる人影は少なく，少年の昔から彼は空虚な内面

を抱いて生きてきた人間なのであろうか。

　　〔……〕公園に，人影が一つ見えた。子供ではなく，学生服の少年である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『星と月は天の穴』②（稲原）

少年の足は砂利を踏み，入口から大きく弧を描いてブランコの傍に歩み寄

ってゆく。ブランコに乗るのが目的でないことは，その歩き方で分る。し

かし，少年の足はブランコの板に乗り，両手は二本の金属の鎖を握る。

三，四度，小さく揺すると，すぐに降りた。今度は真直に入口に向って，

ゆっくりした足取りで歩いてゆく。

　屈託ありげな振舞いである。不意に，二十三，四年前の矢添自身の姿

が，その少年と重なって蘇ってきた。そのとき，中学生の矢添は，同じ公
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
園の中を，ゆっくりした足取りで歩きまわっていた。〔……〕

　公園に人影があらわれる。しかし，それは過去の矢添の分身でしかなく，こ

の公園に矢添の過去の投影としての人影ではない生きた人間の姿があらわれる

には，矢添と他者との間に何らかの人間関係が生れることが必要なのである。

　現在の矢添は時折，公園を見下しはしても，決してそこへ踏み入ろうとはし

ない。矢添が公園を避けるのは，過去の心象風景のなかに彼が思い出したくな

い厭な思い出があるからだ。それは，結婚生活の失敗であり，別れた妻によっ

て矢添の心に残された過去の傷である，

　その女は，男と一緒になって，矢添から去って行った。そのために，入

り組んだ傷が，彼の心に残った。惚れて結婚した女に逃げられたならば，

傷のかたちは比較的単純だったかもしれない。その女を救うために，矢添

は結婚していた。その女にとって初めての男に，彼女は捨てられた。そう

いう女と結婚するのは自分しかない，と矢添はおもった。その自己陶酔が

恋愛感情と似通った。しかし，男が女を救うなどとは，天に向って唾を吐
くようなものではないか．こ．．亘

　矢添の過去の傷にかかわるものを具象化されたイメージとしての機能を持つ

のがブランコである。
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　静止したブランコは矢添の心を動揺させない。矢添の心の傷口に触れてくる

のは，ブランコが大きく揺れているときだ。

　小さな家屋に庄んでいたときの深夜，軋るような音で眼が覚めた。金属

と金属とがゆっくり擦れ合う音に似ている。隣の妻の寝床が空になってい

た。立上ってカーテンを開け，硝子窓に額を押し付けるようにして，戸外

を眺めた。巳月夜で，ブランコに乗った黒い影が揺れている。溺を支える

二つの鉄の環が擦れ合って響く音が，聞えてきた。

　ためらうように，ブランコはすこし揺れて停まる。また，すこし揺れ

る。そのことを幾度も繰返す。彼は寝床に戻って・眠っている素振りをし

た。

　数日後，深夜にまた，鉄の環の擦れ合う音で眼が覚めた。その夜の音

は，一定の間隔を置いて，にわかに烈しく力が加わって昂まってゆく。ブ

ランコに乗った躯が，地面と水平になるほどに，高く大きく揺れていた。

鉄の環は，破廉恥なほどの音を深夜にひびかせ，女の白いスカートが宙に

舞いつづけた。；；斤しい男の気配は，すでに妻のまわりにあった。

　　　　　　　　　　　　　　　く　の
　その夜の女の姿を，彼は憎んだ……。

　矢添の揺れるブランコへの反応は，十三章でも繰り返し描かれ，彼にとって

過去の傷が容易に拭い去ることのできるものではない重い意味を持つことが示

される。

　　矢添の眼は，ゆっくり外側へ向きはじめる。また，風景が映ってくる。

　小さな公園の樹木，円型の砂場，コンクリート製の滑り台，砂利を敷いた

　地面，並んで四本垂れているブランコの鎖……。

　　そのブランコの鎖のうちの二本が，揺れていることに，矢添は気付い

　た。人影は見当らない。風のせいで揺れているのでないことは，残りの二
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『星と月ぱ天の穴」（2）（橋原）

本の鎖が静止しているのをみれば瞭かだ。

　誰かが，ブランコに乗っていた，ということになる。その誰かは，いま

は立去って姿が見えない。彼は揺れているブランコを眺めている。鎖はか

なりの振幅を示して，なかなか止まらない。

　〔……〕そうおもったときには，既に彼の頭の中には厭な記憶が這入りこ

んでしまっていた。

　ブランコに乗った女の躯が，地面と水平になるほどに高く大きく揺れて

いる。女の白いスカートが，夜の中に舞いつづける。破廉恥なほどの音を
　　　　　　　　（25）
軋ませる鉄の環……。

　紀子が初めて矢添の部屋に這入りこんだときにも，矢添のブランコへの強い

拒否反応が再びあらわれる。

　「あのブランコに乗ってみようかな。あたし，思い切り，天まで揺すぶ

るのが好き。矢添さん，窓から見ていてくれる……」

　「厭だ。よしたまえ」

　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　矢添の口から，また強い声が出た。

　しかし，矢添のブランコへの反応は，紀子との緊がりが深くなり，部屋の聖

域としての意味が薄れ，過去の傷が生々しさを失うにつれて，徐々に変化して

ゆく。

　別れた妻のことは次第に矢添の念頭に浮ばなくなり，それにつれて矢添の眼

に映る公園の風景は変貌しはじめる。公園に投影される心象風景は，矢添の青

春時代と重ね合わされる。

眼を，公園に移す。

そのとき，ブランコに乗った若い男女が，唇を合わせている光景が，彼
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の眼に映った。こ……：

　夏の夕方で，あたりにはまだ昼の光が満ちている。あの二人にとって，

すくなくとも，いまの時間は厭な記億となって残りはしないだろう。あの

ような青春は，自分にはなかった，と彼はおもい，軽い嫉ましさを感じ
　　　（27）
た。こ…’一〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
　だが，そもそも矢添にとってそのような「危険な要素を孕んでいる」場所で

ある公園の近くへ，なぜ彼は十年後になって戻ってきたのか。

　彼が一年間の結婚生活を営んだ小さい家屋の裏手にも，小公園があっ

た。このアパートの正面入口は広い道路に面しているので，部屋を借りる

ときには，公園があることに気付かなかった。いや，管理人に案内された

部屋の窓から，戸外の風景を眺めたのではなかったか。もし眺めたとした

ら，公園の在ることに気付かなかった筈はない。あるいは，そこに公園が

あったことで，却って借りる気持を起したのかもしれないが，今でははっ
　　　　　　　　　　　　（29）
きり思い出すことができない。

　十年前この部屋へ戻って来るまで，矢添は公園と，それに纏わる過去の傷を

殆ど忘れていたらしいのだ。少なくとも，過去にそれほど囚われてはいなかっ

たのだ。

　では，なぜ矢添は今になって，過去にこだわりはじめたのか。「眼が過去に
　　　　　（30）
しか向かない」のか。矢添が小説を書く意図は一章で次のように述べられてい

るが，それは矢添の眼が過去にしか向かないことと関連があると考えられる。

　　「もしも一人の女にたいして，精神的になっている自分に気付いたとし

　たら，そのことを胡散臭く感じるだろう」

　　考えがそこに落着き，すぐに疑問が起ってくる。「しかし，その胡散臭
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご星と月は天の穴」②（稲原）

さの内容を，底のほうから調べてみなくてはなるまい二彼は机に向き直

る。そのことを調べてみるために，いま，矢添は机の上の原稿用紙に向っ
　　　　　（31）
て坐っている。

　自分の心を探るためには，矢添は小説を書くことが必要なのだ。「気持が原

稿用紙から離れると，彼の頭の中はみるみる散らばってとりとめのない形にな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
ってしまう。何一つ，纏ったことを考えようとはしない。」机に向かい，初め

て矢添の頭は動き出す。

　矢添は書くことによって，自分の心のなかに錘を降し水深を測る。そうする

ことで自分にとっての過去の意味を明らかにし，過去から解き放たれようとす

る。それは閉ざされた実験室から外の世界へ，人間関係のなかへ戻ってゆくこ

とを意味する。

　小説を書き終ったあと，矢添は千枝子を伴って，十年間足を踏み入れたこと

のなかった公園へ行ってみようとする。

　公園は，矢添にとって厄介なところのある存在である。部屋の窓から眺

めることはあるが，まだ一度も，その中に歩み入ったことがない。そうし

ようと試みてできなかった，というわけではないのだが，すぐ傍の公園に

十年間一度も足を踏み入れていない，というのはやはり異常といえる。ほ

とんど無意識のうちに避けていたのだろう，といまはじめてのように気付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
いた彼は，「公園へ行こう」とおもったのだ。

　矢添が公園へ行く気になったのは，公園によって表徴される過去の意味が変

り，揺れるブランコの持つ傷としての重みが薄らいだからである。それは過去

の影としての妻ではない，生きた他者が矢添の内面に這入りこみ，人間関係が

生じかけているためだ。だからこそ，矢添はその翌朝，
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　おそらく，昨夜の千技子は彼の言ったように，ブランコに乗り，躯が地

面と平行になるまで，大きく強く揺すったであろう。
　　　　　　　　　　　　　　（34）
　その姿を見ればよかった，〔……〕

　という感懐を，道具としか看数していなかった己婦に対し，抱く。人間関係

を必要以上に灌れる気持はもう彼にはなくなっている。

　「もう十年経っている……二

　彼は，空のブランコの上に，紀子を乗せてみた。つづいて，千枝子を乗

せてみた。空高く舞い上る千枝子の姿を眼に浮べた。千榎子は冒険に乗り

出したのだ。行く先にどういうものが待っているかは分らない。しかし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）
そういう千｛支子に祝福を送りたい，と彼はおもう。

　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　まだ公園にはJ人間は誰もいない．が，矢添もまた，過去から解き放たれ，

何らかの冒険に乗り出そうとしている自分を予感しているのだ。過去の傷に囚

われて人間関係を濯れていた矢添の前に，未来が，予測のつかない不確かな相

貌をもって姿をあらわしてきたことだけは間違いない。

　やがて，他者が否応なく矢添のなかに這入り込んでくるときが来る。矢添の

口のなかに，紀子の手によって岩石飴が無理矢理押しこまれるというかたちを

とって。だが，彼はそれを呑み下せず吐き出してしまう。「そういう女を受容
　　　　　　　　　　　（37）
れることができるだろうカ㌧と，矢添の姿勢はまだ暖昧だ。紀子とのあいだに
　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
「人間関係と呼べるものが出来上っている」ことを自覚し，そのことを認める

気持になった矢添は，再び，今度は一人で公園へ歩み入ってゆく。公園はもは

や，彼にとって特別の意味を持たない。

　　大きく煙を吐き出しながら，公園の方へ眼を向ける。煙のむこうで，公

　園は霞んで見えた。彼の前の空間に漂った煙はすぐに消えたが，公園はそ
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のまま霞み，地面からすこし浮き上っているようにみえる。こ……》

　公園と矢添とのあいだを繋ぐ沢山の細い糸がすべて絶ち切られて，公園

は，浮き上り，揺れ，漂う。亘気楼のようにもみえ，架空の場所のように

もみえる。それは，いまの彼の心が，公園をそういう位置に置きたがって

いるためでもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
　彼は，その公園に向って歩み寄って行き，やがてその中に這入った。

（未　完）
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